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失敗事例のタイトル  
耐食成分含有量低下によるプレート型熱交換器の応力腐食割れ 

一次原因（材料要素）  
応力腐食割れ、塩化物 SCC 

機種  
プレート式熱交換器 

部品  
プレート 

材料  
SUS316、オーステナ
イト系ステンレス鋼 

概略の寸法  
 

損傷発生時の状況  
約 10 年使用した SUS316 製プレート熱交換器を能力増強のため同じ SUS316 にて更新、増設したところ、6
か月後に微小なすきま腐食を起点に激しい応力腐食割れを生じた。使用条件は pH7.8、Cl-濃度 0.3％、温度 40℃
と 90℃の同一プロセス液間の熱交換。 

調査内容とその結果  
新、旧両方のステンレス鋼 SUS316の化学成分を調べた結果を表に示す。 
       C     Si   Mn    P      S     Ni      Cr     Mo 
新   0.06   0.63  1.13  0.033  0.005  10.52   16.66    2.10 
旧   0.06   0.62  1069  0.034  0.007  12.83   17.38   2.47 
 
この結果、Moと Niの含有量の低下が顕著で、Moに依存する耐すきま腐食性、Niに依存する耐応力腐食割れ
性が劣化していると判断される。 
損傷発生のシナリオ  
新熱交換器においてMoの低下によりプレート接触部ですきま腐食性が発生、これを起点に Ni低下により応力
腐食割れが促進された。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
(1)材料購入時ミルシートの確認 
(2)成分指定による適正材料の調達 
(3)１ランク上の材料への材質変更 
教訓  
近年、製鋼技術の向上、コストダウン要請の強化などにより耐食成分が規格の下限ぎりぎりに制御されたステ

ンレス鋼が市販材のほとんどを占める現実を認識し、適切に対処することが必要である。 

備考  
 

失敗の主要因 誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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